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大学図書館における職員研修の一例  

一九州大学附属図書館ラテン語古刊本書誌作成研修会一  

山田 律子・渡遠由紀子・相部久美子  

抄録：図書館員のスキルアップを図るために九州大学附属図書館で実施している職員研修の一つであ  

るラテン語古刊本書誌作成研修会の10年間の活動を紹介し，この自主研修から得た成果と今後の課  

題等について報告する。  

キーワード：大学図書館，図書館員，専門職，研修，古刊本，ラテン語，九州大学附属図書館  

国立大学法人化，九州大学のキャンパス移転・  

集約という大きな問題を間近に控え，専門職能  

集団としての図書館員の専門性を問い直す時期  

にある今，改めて本稿において10年間にわた  

る研修会の歩みを振り返ると共に，その成果と  

今後の展望について報告する。  

2．研修会の特徴   

九州大字附属図書館ラテン語古刊本書誌作成  

研修会は，資料を手にした時点から実際に目録  

を作るまでの過程を，研修参加者全員が同時並  

行的に共有することにより，古刊本7）に関する  

基礎的な知識と目録作成の方法を身につけるこ  

とを目的としている。   

研修会の特徴としては次の3点が挙げられ  

る。第1に，ラテン語で善かれた西洋古典籍の  

整理技術習得のための研修であること。第2  

に，教官と協力して行う図書館員の自主研修で  

あること。第3に，単なる語学研修や書誌作成  

研修にとどまらない資料考察を含んだ研修であ  

ること，つまり，標題紙等のラテン語を文法的  

に読み下し，読み込んだ内容を目録規則に準拠  

して正確な日録記述を作成するだけでなく，課  

題とした古典籍の書誌学的な位置付けや，それ  

が出版された時代背景など，資料の全般にわ  

たって考察するという点である。   

研修会発足当時から中心となって会を維持し  

てきたのは，一橋大学社会科学古典資料セン  

ター主催の「西洋社会科学古典資料講習会」を  
受講して，古刊本に関心を持つようになった数  

人の図書館員であった。研修会は，古典籍を書  
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1．はじめに   

大学図書館における職員研修の必要性と重要  

性については，国立大学図書館協議会の報告書  

や要望書等においてもたびたび取り上げられて  

きた1・2）。各大学図書館では，全国レベルや地  

区レベルで開催される学外研修に職員を参加さ  

せる一方，学内研修を実施して図書館員の育成  

や専門技術の向上を図っている。   

九州大学附属図書館でも有川節夫図書館長を  

はじめとするトップが今改めて大学図書館員の  

専門性ということを強調し，「サブジェクトラ  

イブラリアンの育成」について国立大学図書館  

協議会総会等で機会ある毎に提言している。こ  

れは，単に職貞研修の機会を増やすとか職員に  

自己研修への発奮を期待する等というだけの問  

題にとどまらず，最終的には大学図書館員の人  

事管理制度の見直し，専門職制度の再整備まで  

を含めた解決策を考えるぺきではないかという  

ことも同時に指摘している。近年公表された慶  

應義塾大学図書館における専門職制度導入計画  

とその計画の下に実行されている職員研修のプ  

ロジェクトも4・5）はまさにその先駆的なものであ  

り，多くの大学図書館がそこに範を求め，大い  

に触発されるであろう。   

図書館貞のスキルアップを図るために，九州  

大学附属図書館では従来から主要外国語の語学  

研修のほか，国書・漢希古典籍研修会や資料保  

存研修会等を実施してきた。それらの一つにラ  

テン語古刊本書誌作成研修会がある。この研修  

会については既に何度か藷召介する機会を持った  

が6），九州大学と九州芸術工科大学との統合，  



大学図書館にま川ナる職員研修の一例  

れの専門分野に関わる希少性のある刊本，抜き  

刷りはもとより，各種書誌，歴史補助学等の専  

門分野周辺の学術書も豊富に収蔵していること  

である。このコレクションの導入に深く関わら  

れた西村教授の存在と，文庫の整理を担当した  

図書館員の経験が相侯って，研修会の発足を促  

したと言える。   

研究者と図書館員が一つのテーブルを因み，  

それぞれの得意分野の知識を出し合って勉強を  

するということで，研修会を出発させた訳だ  

が，研修の真のねらいはラテン語読解を通して  

「図書館員を育成する」ことでもあった。その  

ため，当初から公式研修会として立ち上げ，広  

く学内の図書系職員全員へ参加を呼びかけるこ  

とにした。ラテン語の予備知識がほとんど無い  

職員の関心を喚起するために，研修会への導入  

として「ローマ法大全刊行史」というテーマで  

西村教授の講演会を開催した。先行して講演会  

を開催したことによって研修会は大変良い形で  

スタートすることになった。   

平成4年1月から開始した研修会の最初の数  

回は教官の指導の下にラテン語文法の初歩を学  

んだ。僅か10回足らずの語学研修でラテン語  

の文法が分かるというものでは決してないが，  

ラテン語の特徴を知り多少とも辞書が引けるよ  

うになるということがこの時の研修の目標で  

あった。これらの語学研修会「ラテン語入門」  

と「ラテン語中級」の時期を，それぞれ古刊本  

研修会の第1期，第2期とする。   
同じ平成4年の3月に，前回の「ローマ法大  

全」展観と同じ要領で「トマス・アタイナス」  

関係図書をテーマに貴重文物展観を開催し  

た9〉。これは，平成元年度に大型コレクション  

として購入した「トマス文庫」収蔵の「神学大  
全」を中心にした展示であったが，この展示会  

も研修会の活動を後押しする要因の一つとなっ  

た。   

少し時を置いた平成5年5月から，第3期と  

してほぼ現在の形の古刊本研修会が「ラテン語  

図書勉強会」という名称でスタートした。研修  

会には法制史分野の教官や大学院生も時に加わ  

り，10数名のメンバーによるゼミ形式での研  

修が定着していった。   

平成6年度に入り，研修会の指導者ともいう   

誌的に解明したいとV）う点で図書館員と関心が  

一致する教官が指導的役割を担い，全学の図書  

系職員や大学院生をメンバーとして実施されて  

いる。  

3．経緯   

研修会の発端は，平成2年10月に開催した  

本学の貴重文物展観において「ローマ法大全」  

関係図書をテーマに取り上げたことにあっ  

た8）。館蔵貴重図書の展示は年中行事化してい  

る観もあるが，白館の蔵書の特長を内外に公表  

する長い機会であり，綿密な企画の下，展示図  

書を選択し，個々の図書について書誌事項や内  
容を再度詳細に調査し，展示のポイントを明示  

した解説書を作成するなど周到な準備を必要と  

する。この時展示することになった「ローマ法  

大全」とその関係図書は，16世紀から18世紀  

にかけて刊行されたラテン語の刊本であり，解  

説の執筆をお願いしたローマ法の専門家である  

九州大学法学部の西村重雄教授と協力して図書  

館側も詳糸田に書誌事：頃の確認を行った。現代の  

図書とは様相の違う古刊本の標題紙上に善かれ  

たラテン語長文をひたすら読む作業は，こうい  

うことに不慣れな図書館員にとって大きな負担  

となった。しかし図らずも，作業に当たった西  

村教授と図書館員の双方が「古刊本の標題紙は  

面白い」という同じ感想を持った。また，標題  

紙上の情報を簡潔に記述した目録カードから  

は，古刊本が持つ様々な特徴は伝わってこない  

という事実もこの時知った。もちろん目録カー  

ドには書誌を他と区分し特化するための情報は  

過不足無く盛られているが，そこに書かれた記  

述から表現豊かな標題紙情報を知ることはでき  

ない。これを機にラテン語辞書を播きながら古  

刊本の標題紙を読んでみよう，ということに  

なった。   

実は「ローマ法大全」展観以前から，本学に  

は西洋の古刊本を熱心に収集した経緯があっ  

た。特に，大型コレクション「ベラ文庫」（昭  

和53年度購入のCharles Perratフランス国立  

古文書学校教授の遺文庫）と「クンケル文庫」  

（昭和58年度購入のWolfgangKunkelミ3・ン  

ヘン大学ローマ法学教授の遺文庫）がある。い  

ずれの文庫にも共通して言えることは，それぞ  
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表1 九州大学附属図書館ラテン語古刊本研修会および関連行事一覧表  

平癒川  生丁月現在   
年度   種別   名称   開催期成   固致  頻度  晴間帯  人数  ；＝≡三＝、  形式   
平成2年度  展観  iローマ法大全j関係国雪   19執ユ．10．15－26   

平成3年度  韻；謂舎  lローマ法大全J刊行史   lg9l．12．17   

平成3年度  甜能会  講1湘 ラテン語入門   柑92．1．ヨト2．28   4  邁1回  】7：15－1巳こ30  36  4  芸糞拷粁≠式   

平成3年度  展観  トマス・アクイナス関係国1書   1992，3，け－24   

平成4年度  研修会  呆2搬 ラテン言喜中級   1992．5、181993．3．17  5  月1回  け：15一博：30  20  12  ＝7・ミ   

平成5年度  研修会  亮3瑚 ラテン消図書勉強会   柑g3．5．13－1994．3．コ  8  月1回  t7：20－18二50  10    ゼミ形式   

平成10年度  二 ＝ミ  ローマ著作者の古刊本について－キケロ を中心に－  柑98．‖．16   

平成lいI1年度  研修舎  罵り狙 うテン諾舌刊本書旺作成甜確舎  1gg8．12．‖－1999．1】，2d  6  2月l国  16：00＿17：30  21  ロ  ゼミ形式   

平成13・14年度  同僚会  第5期 ラテン頁雪盲刊本書誌作成研修会  2001．6．25一   6  2月1匝  16：0ロー】7：30  19  6  ゼミ形式   

別キャンパスの部局職員やサービス窓口担当  

者，少人数または単独で運営している図書室の  

職員も参加しやすいように，敢えて就業後の  

17時15分から18時30分までとした。   

第1回目には，西村教授が準備した「図書館  

司書のためのラテン語入門」という10ページ  

余りの手書きのレジュメに沿って，文法の基礎  

を学んだ。そのレジュメは，ラテン語の意義・  

歴史から始まり，名詞・形容詞・現在分詞■動  

詞の主要な転尾（語尾変化）表までを含んでお  

り，専門書を持たない初心者が次回以降の文法  

書として参照できるように配慮されていた。こ  

の文法基礎は初回で終了し，2回目からは実際  
に館蔵資料を課題として，タイトルページに善  

かれたラテン語を同教授の用意した文法解説の  

レジュメに従って一行ずつ読んでいく方式がと  

られた。   

課題資料としては当時未整理であった大型コ  

レクション「トマス文庫」の中から，第2回目  

にトマス・アクイナス「神学大全」（ヴェネツィ  

ア1580年），第3回目に「アベラール著作集」  

（パリ1616年），第4回目にキケロ「弁論術」  

（パリ1684年）と「クセノフォン著作集」（フ  

ランクフルト1594年）の計4点を選択した。   

第1期は，課題資料の選択と関連書誌や辞典  

類等の参考資料の事前準備を中央図書館の職員  
が行ったが，レジュメと参考資料を研修会当日  

に配布していた関係で，参加者の大半は受身に  

ならざるをえず，ほとんど講義形式での研修と  

なった。また，毎週1回という非常に厳しい  

ペースで行われた短期集中型研修であったた  
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ぺき同教授の長期にわたる海外出張と，職員の  

人事異動によるメンバー交代，さらには，全国  

に先唇区けて開発した図書館システムの汎用機か  

らUNIXへの大転換というリプレイス業務に  

取り組まなければならなくなった本学独自の事  

情などのために，研修会はやむなく中断した。   

5年近くの中断を経て周囲の状況が一段落し  

た頃，西村教授の熱心な勧めもあり，研修会は  

体制を整え直して再スタートすることになっ  

た。再開にあたって，平成10年11月に「ロー  

マ著作者の古刊本について一キケロを中心  

に－」と題した同教授の講演会を開催した。こ  

うして平成10年12月から「ラテン語古刊本書  

誌作成研修会」という長い名称が付けられた第  

4期の研修会が始まった。   

そして，再び約1年半の休止期間を経た後，  

平成13年6月から第5期の研修会が開始され，  

今日に至っている。   

以上の経緯を一覧にまとめたのが，表1であ  

る。  

4．研修内容  

4．1第1期 語学研修会「ラテン語入門」   

第1期の語学研修会「ラテン語入門」は，平  

成4年1月31日から2月28日の毎週1回，中  

央図書館の新館会議室において全4回開催され  

た。事務部長名で全学の図書系職貞を対象に受  

講者を募集したところ，10部局から合計36名  

が集まった。前年末の講演会「ローマ法大全刊  

行史」を聞いてラテン語や古刊本に興味を待っ  

た多くの暑が参加した。研修会の開催時間は，  
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